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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年５月２７日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 衝突 

発生日時 令和７年７月２７日 １０時０７分頃 

発生場所 長崎県西
さい

海
かい

市兜
かぶと

島南方沖 

兜島灯台から真方位１９０°１.６海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯３２°５９.２′ 東経１２９°３７.５′） 

事故の概要  漁船７７成
せい

漁
りょう

丸は、南南西進中、また、プレジャーボートちどり

は、船首が西寄りを向いた状態で漂泊中、両船が衝突した。 

ちどりは、船長が死亡し、右舷中央部外板の破口等を生じた。ま

た、７７成漁丸は、船首部外板等の擦過傷を生じた。 

事故調査の経過 令和７年７月３１日、本事故の調査を担当する主管調査官（長崎事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等  

 

Ａ 漁船 ７７成漁丸、１９トン 

   ＮＳ２－１０１３０（漁船登録番号）、個人所有 

１６.１４ｍ（Lr）×４.０６ｍ×１.５４ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、４０５.０kＷ、昭和５８年６月 

Ｂ プレジャーボート ちどり、０.９９トン 

ＮＳ３－４２６９２（漁船登録番号）、個人所有 

   ４.９４ｍ（Lr）×１.４５ｍ×０.６３ｍ、ＦＲＰ 

   ガソリン機関（船外機）、７.３kＷ、昭和５２年９月４日 

   第２９２－４６８６２号（船舶検査済票の番号） 

（写真１、２ 参照） 
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 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ ６８歳 

   一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

    免許登録日 昭和５５年１１月１０日 

    免許証交付日 令和５年１１月３０日 

           （令和１０年１１月２９日まで有効） 

Ｂ 船長Ｂ ７７歳 

   一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

    免許登録日 昭和５２年９月７日 

    免許証交付日 令和４年１０月２５日 

           （令和１０年８月１９日まで有効） 

 死傷者等 Ａ なし 

Ｂ 死亡 １人（船長Ｂ） 

 損傷 Ａ 船首部外板及び船首部船底外板に擦過傷 

Ｂ 右舷中央部外板及び船首部船底外板に破口等（船体中央部付近で

分断）（写真３参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過 (1) 本事故発生までの経過 

写真２ 陸揚げ中のＢ船（本事故後） 写真１ 係留中のＡ船（本事故後） 

写真３ Ｂ船の損傷状況 

佐世保海上保安部提供 

分断箇所 
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Ａ船（まき網漁業に従事する灯船兼運搬船）は、船長Ａ及び甲

板員Ａが乗り組み、夕方からの操業に備えて氷を積み込むため、

令和７年７月２７日０９時３０分頃に長崎県長崎市長崎漁港（三

重地区）に向けて西海市面
おも

高
だか

港を出航した。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船長Ａは、操舵室右舷側の椅子に腰を掛け、３Ｍレンジとした

レーダー及びＧＰＳプロッターを作動させて舵輪による手動操舵

で操船に当たった。 

このとき、甲板員Ａは、操舵室左舷側の椅子に腰を掛け、周囲

の見張りを行っていた。 

（写真４ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎県 

佐賀県 

大 
村 
湾 

西 
彼 
杵 
半 
島 

長崎漁港 
（三重地区） 

図１ 航行経路図 

A 船の航跡 

面高港 

松山埼 

大島 寺島水道 

兜島 

大島大橋 

長崎県西海市 

大瀬戸柳港 

七ツ釜港 

松島 

事故発生場所 

松島水道 
オノ鼻 

火力発電所 
の煙突 
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船長Ａは、Ａ船が西海市松山埼西方沖に至った頃、寺島水道の

方向に進路を向けた後、約１０ノット（kn）の速力（対地速力、

以下同じ。）でＡ船を南南西進させ始めた。 

本事故当時、Ａ船は、空船に近い状態であり、約１０knの速力

で航行すると船首が浮上し、船首方に見張りの支障となる死角が

生じた状態であった。 

そのため、船長Ａは、船首を左右に振ったり体を左右に動かし

たりして死角を解消する見張りを行いながら寺島水道に沿ってＡ

船を航行させた。 

（写真５ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真５ Ａ船の操舵室からの見通し（係留時） 

 

船長Ａは、本事故当日、天気が良く視界も良かったので、レー

ダー画面を余り見ていなかった。 

船長Ａは、Ａ船が大島大橋を通過した後、広い海域に至って見

写真４ Ａ船の操舵室並びに船長Ａ及び甲板員Ａの乗船場所 

甲板員Aが座っていた場所 

ＧＰＳプロッター レーダー 

船長Aが座っていた場所 
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晴らしも良くなったので、安
あん

堵
ど

した。 

この頃、甲板員Ａは、携帯電話で、以前乗船していた船舶の乗

組員（以下「他船乗組員」という。）と会話を始めた。 

船長Ａは、船首を左右に振るなどしながら操船中、Ａ船が兜島

の手前に至り、次の船首目標となる西海市松島北西部に位置する

火力発電所の煙突が右舷船首遠方に見えるようになった頃、船首

浮上による死角を解消した状態で船首方を一目見た。 

船長Ａは、左舷船首方の西海市オノ鼻北東方沖１,０００ｍ付近

の陸岸近くに止まっている小型船舶１隻を視認したものの、船首

方に他船を認めなかった。そのため、船首方に航行の支障となる

他船はいないと思った。 

船長Ａは、火力発電所の煙突の方向に進路を向けた後、船首よ

り少し右側に同煙突を見ながら進路及び速力を保持した。 

船長Ａは、ふだんと同様に次の船首目標となる松島水道北口を

左舷船首遠方に見る場所で、Ａ船を左転させようと考えていた。 

このとき、甲板員Ａは、他船乗組員に伝えようとした内容が、

通話でうまく伝わらなかったので、他船乗組員と携帯電話のメー

ル（以下「携帯メール」という。）で連絡を取り始めた。そのた

め、船長Ａは、必要に応じて自身からも助言しようと思い、甲板

員Ａが他船乗組員と携帯メールでやり取りする状況を気に掛けて

いた。 

また、船長Ａは、ふだんから沈黙の状態で操船することを好ま

なかったので、甲板員Ａと雑談しながら操船を行っていた。 

船長Ａは、船首方に航行の支障となる他船はいないと思ってい

たので、レーダー画面を見ることなく、船首浮上による死角を解

消する見張りも行わないまま、甲板員Ａが他船乗組員と携帯メー

ルでやり取りする状況を気に掛けながら、甲板員Ａと雑談を続

け、引き続き、進路及び速力を保持してＡ船を航行させた。 

Ａ船は、１０時０７分頃に船首部とＢ船の右舷中央部とが衝突

した。 

（図２ 参照） 
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   船長Ｂの親族は、ふだんから船長Ｂと共に西海市大瀬戸柳港を

訪れ、同港周辺海域において、それぞれが所有する船で釣りを 

行っており、本事故発生の２日前から船長Ｂと共に大瀬戸柳港を

訪れていた。 

   船長Ｂの親族は、２７日０７時００分頃、大瀬戸柳港を散歩中

に船長Ｂの別宅へ寄ったとき、船長Ｂから後で釣りのために同港

を出航する旨を聞いた。 

   船長Ｂの親族は、釣りのため、０８時００分頃に自船を操船し

て大瀬戸柳港を出航した後、オノ鼻南南西方沖１,２００ｍ付近の

陸岸近くで自船を錨泊させて釣りを行った。 

   なお、船長Ｂの親族は、自身が出航した際、既に船長Ｂが出航

していたかどうかについて、思い出すことができなかった。 

   船長Ｂの親族は、釣果を得たので帰航を開始し、自船がオノ鼻

付近を航行していたとき、兜島南方沖に漂泊したＢ船と、Ｂ船上

に固型式の救命胴衣を着用した船長Ｂを見た。そして、ふだんと

図２ 航行経路図（拡大） 

 事故発生場所 
（令和７年７月２７日  

１０時０７分頃発生） 

兜島灯台 

大島 

松島 

松島水道 

大瀬戸柳港 

七ツ釜港 

大島大橋 

寺島水道 

オノ鼻 

火力発電所 
の煙突 

A 船の航跡 
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同様に船外機を停止して流し釣りをしていると思った。 

船長Ｂの親族は、１０時前頃に大瀬戸柳港に戻った。 

その後、Ｂ船は、Ａ船と衝突した。 

(2) 本事故発生後の経過 

船長Ａは、衝撃があったので、直ちに主機操縦レバーを中立位

置に操作してＡ船を停船させた。その後、操舵室右舷側の窓から

顔を出して周囲を見渡したところ、Ａ船の右舷船尾方に、Ｂ船の

船体が分断し、船尾部が転覆しているのを見た。 

船長Ａは、Ｂ船と衝突したことが分かり、直ちにＡ船を旋回さ

せ、転覆しているＢ船の船尾部付近に向かった。その途中で、船

尾部の近くにＢ船の船首部が浮いているのを見た。 

船長Ａは、Ｂ船の船尾部付近でＡ船を停船させた後、船尾部か

らロープが出ていたので、Ａ船に積んでいたボートフックで同

ロープを引っ掛けた。そして、Ｂ船の船尾部をＡ船の方に引き寄

せていたところ、船尾部が船長Ｂの上半身に覆いかぶさった状態

となっているのを見た。 

船長Ａは、急いで海に飛び込み、Ｂ船の船尾部の下でうつ
．．

伏せ

となっていた船長Ｂを引き出して仰向けにした。 

船長Ａは、Ａ船の甲板上に這
は

い上がった後、甲板員Ａと協力し

て船長ＢをＡ船の甲板上に引き揚げ、船長Ｂの意識がなかったの

で、心臓マッサージを始めた。 

このとき、甲板員Ａは、本事故の発生を海上保安庁に通報する

とともに、Ａ船所有者に連絡した。 

船長Ａは、甲板員Ａに船長Ｂの心臓マッサージを行わせなが

ら、海上保安庁の指示に従い、Ａ船を操船して西海市七ツ釜港に

向かった。 

船長Ｂは、救急車で西海市内の病院に搬送され、死亡が確認さ

れた。 

その後、船長Ｂは、大学に搬送され、司法解剖の結果、死因が

短時間の溺死と検案された。 

分断したＢ船の船体は、巡視艇によって長崎県佐世保港までえ
．

い
．
航された後、陸揚げされた。 

   海上保安庁によれば、陸揚げ後のＢ船の船外機は、ギアシフト

レバーが中立位置の状態であった。 

（写真６ 参照） 

 

 

 

 

 



 

- 8 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その他の事項 (1) 乗船経験及び健康状態 

① 船長Ａ 

 ａ 漁業の経験が約３０年あった。 

本事故発生の約１年半前からＡ船を含むＡ船所有者の漁船

に甲板員として乗船するようになった。その後、Ａ船の船長

が辞めたことで、本事故発生の約２～３か月前からＡ船に船

長として乗船していた。 

船長として漁船に乗船するのは、Ａ船が初めてであった。 

ｂ Ａ船は、氷の積込みや水揚げのため、月に１５日以上、本

事故発生場所を航行していた。Ａ船に船長として乗船するよ

うになった後、月に１５日以上、本事故発生場所で操船を行っ

ていた。 

ｃ 本事故当時、疲労の蓄積や睡眠の不足を感じておらず、健

康状態は良好であった。 

  視力は、裸眼で約１.０であった。 

② 船長Ｂ 

ａ 小型船舶操縦免許を取得後、週末毎に大瀬戸柳港にある別

宅を訪れ、畑仕事やＢ船を操船して釣りを行っていた。 

ｂ ふだんから大瀬戸柳港周辺海域において、釣りを行ってい

た。 

ｃ 本事故発生の数年前からパーキンソン症候群を罹
り

患してい

た。そのため、日常生活に支障はなかったものの、そのとき

の体調によって動作緩慢（すくみ足）や言語障害（大きな声

が出にくい）の症状が見られた。 

(2) Ｂ船の構造及び設備 

Ｂ船は、和船型の船外機船で、レーダーやＧＰＳプロッターは

装備されていなかった。 

Ｂ船は、他船が自船を発見しやすくするための旗などを甲板上

に掲げていなかった。 

写真６ 分断したＢ船の船体 

佐世保海上保安部提供 

佐世保海上保安部提供 
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(3) 音響信号設備 

Ａ船には汽笛が備えられていた。また、Ｂ船には船長Ｂが着用

していた救命胴衣付属の笛を備えていた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ あり、Ｂ 不明 

Ａ あり、Ｂ 不明 

Ａ なし、Ｂ なし 

(1) Ａ船について 

① Ａ船は、空船に近い状態で約１０kn の速力で航行していたこ

とから、船首が浮上し、船首方に見張りの支障となる死角が生

じていたものと考えられる。そのため、船長Ａは、Ａ船が兜島

の手前に至る頃までは、同死角を補う見張りを行っていたもの

と考えられる。 

② 船長Ａは、松島北西部にある火力発電所の煙突の方向に進路

を向ける際、左舷船首方に小型船舶１隻を視認したものの、船

首方に他船を認めなかったことから、船首方に航行の支障とな

る他船はいないと臆断したものと考えられる。 

③ 船長Ａは、本事故当時、隣にいた甲板員Ａと他船乗組員との

携帯メールのやり取り状況を気に掛けながら、また、ふだんか

ら沈黙の状態で操船することを好まず、甲板員Ａとの雑談に意

識を向けながら操船していたものと考えられる。 

④ 船長Ａは、Ａ船にレーダーを装備していたものの、天気が良

く視界も良かったので、レーダー画面を余り見ておらず、ま

た、火力発電所の煙突の方向に進路を向けた後は前記②記載の

とおり臆断したことから、見張りに当たってレーダーを使用し

た見張りを行っていなかったものと考えられる。 

⑤ 前記①～④から、船長Ａは、船首浮上によって船首方に見張

りの支障となる死角が生じていることを認識していたものの、

レーダー画面を見ることなく、また、時々、船首を左右に振る

など同死角を補う見張りを行っていなかったものと考えられ

る。 

このことにより、船長Ａは、前路で漂泊中のＢ船（(2)に詳

述）に気付かず、避航することができなかったものと考えられ

る。 

⑥ Ｂ船は、登録長が４.９４ｍ、深さが０.６３ｍの和船型の船

外機船であり、他船が自船を発見しやすくするための旗などを

甲板上に掲げていなかったことから、船長Ａからは、Ｂ船を発

見しにくかった可能性があると考えられる。 

(2) Ｂ船について 

  ① Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、０７時以降に大瀬戸柳港
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を出航したものと考えられる。 

  ② 次のことから、本事故当時、船長Ｂは、船外機を停止して船

首が西寄りを向いた状態でＢ船を漂泊させ、流し釣りをしてい

たものと考えられる。 

ａ Ｂ船は、陸揚げされたとき、ギアシフトレバーが中立位置

の状態であった。 

ｂ 船長Ｂは、ふだん流し釣りをするときには船外機を停止し

ていた。 

③ 本事故当時、北風が吹く中、Ｂ船の船首が西寄りを向いた状

態で漂泊していたこと及び流し釣りを行う場合には一般的に風

上側に竿
さお

を出すことから、船長Ｂは、右舷側（風上側）を向い

ていた可能性が高く、右舷方からＢ船に向かって接近するＡ船

に気付いていた可能性があると考えられる。しかしながら、目

撃者がおらず、船長Ｂが死亡しており、客観的な情報も得られ

なかったことから、船長ＢのＡ船に対する見張りの状況を明ら

かにすることができなかった。 

④ 船長Ｂは、動作緩慢等を症状とするパーキンソン症候群を罹

患していたものと推定される。このことが、船長ＢのＡ船に対

する注意喚起及び避航動作に影響を及ぼしたかどうかについて

は、船長Ｂが死亡しており、目撃者がおらず、客観的な情報も

得られなかったことから、明らかにすることができなかった。 

⑤ 船長Ｂは、救命胴衣を着用していたものの、Ａ船及びＢ船が

衝突した後、分断したＢ船の船尾部が上半身に覆いかぶさった状

態となったことから、溺死に至った可能性があると考えられ

る。 

原因 本事故は、兜島南方沖において、Ａ船が南南西進中、船首が浮上し

て船首方に見張りの支障となる死角が生じている中、船長Ａが、船首

方に航行の支障となる他船はいないと臆断し、同死角を補う見張りを

行っていなかったため、前路で漂泊中のＢ船に気付かないまま、Ｂ船

と衝突したものと考えられる。また、Ｂ船は、船首が西寄りを向いた

状態で漂泊中、Ａ船と衝突したものと考えられる。 

再発防止策 

 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、操船中、船首方に航行の支障となる他船はいないと臆断

することなく、また、操船以外のことに意識を向け過ぎることな

く、常時、周囲の見張りを適切に行うこと。 

・船長は、操船中、船首浮上による死角を生じる場合、時々、船首

を左右に振ったり、操船位置を移動して周囲の状況を確認したり

するなどして船首浮上による死角解消を図るとともに、レーダー

も併用しながら見張りを適切に行うこと。 
 


